
 

１．実践研究 

 

障障ががいい者者就就労労継継続続支支援援 BB型型事事業業所所ででのの健健康康づづくくりり活活動動のの提提案案とと実実践践  
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山本知恵子* 上阪文香** 
 

抄録 
 

就労継続支援 B 型事業所とは、心や体に疾患を持ち、長時間就労が困難な障がい者
の、就労や生活活動の機会を支援する事業所で、平成１８年４月に施行された障害者自

立支援法により位置づけされ、現行の障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業

であり、令和 4年に行われた厚生労働省の調査では、全国に１５，５８８箇所、約４０
万人の利用者がいるとの報告がある。また、施設数は年々増加傾向にあり、そのような

施設において、健康運動指導士の働きかけにより、どう健康状態を維持、改善出来るの

かを検証する目的で研究を計画。本研究は、京都市にある女性だけが集う事業所におい

て、令和６年５月より令和７年２月まで約１０か月間、利用者及び職員を対象に、計６

回の健康教室を実施した。当初の予定では、介入の前後及び中間に、体力測定やストレ

スチェック、健康関連ＱＯＬ（ＳＦ３６）を測定し、参加者の体力、健康状態の変化を

明らかにしつつ、その健康状態に合わせ運動指導を実施するような流れであったが、利

用者の緊張や、不調、通所への不安が、安定した施設運営の弊害となる事案に発展し、

やむなく測定は中止した。本研究では、運動介入前後に職員、相談員より参加者に向け

４件法のアンケートを実施し、運動実施の効果を調査する運びとなった。結果、運動習

慣の確立など一定の効果があったことを報告する。 
 
キーワード：障がい者支援，健康増進，ラジオ体操，ストレッチング 
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１．はじめに 

 就労継続支援 B 型事業所とは、心や体
に疾患を持ち、長時間就労が困難な障が

い者の、就労や生活活動の機会を支援す

る事業所で、平成１８年４月に施行され

た障害者自立支援法により位置づけされ、

現行の障害者総合支援法に基づく障害福

祉サービス事業であり、令和 4 年に行わ
れた厚生労働省の調査１）では、全国に１

５，５８８箇所、約４０万人の利用者がい

るとの報告がある。また、施設数は年々増

加傾向にあり、そのような施設において、

健康運動指導士の働きかけにより、どう

健康状態を維持改善が出来るのかを調査

すべく健康教室を開催した。京都市にあ

る女性だけが集い細かな手仕事にて小物

作成（写真１）を行う就労継続支援 B 型
事業所（写真２）の協力の元、通所者及び

職員１６名（障がい者１３名、職員３名）

に、令和６年５月より令和７年２月まで

実施した運動指導の内容と成果を以下に

発表する。 
 
表１ 取り組みの概要 

 

 

写真１ 就労作業 

 

写真２ 協力頂いた施設 

 

 

 

開催日時 内　容 参加者数
1 5月30日 のびのびストレッチ＆質問コーナー 16

やってみょう♪体力測定大会
6月20日 やってみよう♫リフレッシュ体操 12

3 9月20日 動き見直し^｡^　ラジオ体操 16
4 10月4日 漸進的筋弛緩法体験♪ 14
5 11月21日 キレイに歩こう(^^♪(^^♪ 16
6 1月6日 動き始めはラジオ体操＆ストレッチ♪ 15
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２．方法 

令和６年５月より令和７年２月まで約

１０か月間、利用者及び職員計１６名を

対象に、施設就業中の「ほっこりタイム」

にて計６回の健康教室を実施した（表１）。

「ほっこりタイム」とは、月 1 回午後１
時半から３時の間、定期的に行うレクリ

エーションプログラムで、6回の介入では
毎回 1 時間程度、健康体操の実践と様々
な健康情報の提供、口頭での効果の聞き

取りや質疑応答を実施した。指導に際し

ては、参加者を不安にさせぬよう、寄り添

いを意識し、ゆったりとした口調、穏やか

な指導表現、ストレッチ時の音楽の使用

は参加者の希望に沿った選曲をするなど

工夫を行った。当初の予定では、日々の事

業の中に運動習慣を獲得し、介入の前後

及び中間に、体力測定やストレスチェッ

ク、健康関連ＱＯＬ（ＳＦ３６）を測定し、

参加者の体力、健康状態の変化を明らか

にしつつ、その健康状態に合わせ運動指

導を実施する予定であったが、日々の安

定した利用者数確保が施設運営に重要で

ある事業所にて、利用者が測定への不安

と緊張により、当日に来所出来ない事案、

また、中途で退所する事案も発生。急遽、

一部の方だけでも測定を行おうとの意見

も出たが、利用者間の関わりに不公平感

を生む内容は、心に不安を持ち、人間関係

に敏感な利用者に良くないのではとの、

相談員（精神保健福祉士）、支援職員との

話し合いにより、各種測定は中止。参加者

の評価方法を４件法のアンケート調査に

変更し、研究を行った。なお、運動種目の

選定は、利用者と職員に聞き取りを行い、

日頃、運動指導者が関わらずとも継続し

やすいラジオ体操第一・第二の習得、その

他、就労時の疲労を軽減したいとの希望

から、施設の環境下で行えるストレッチ

（写真３．４，５）の提案、その他、参加

者の希望種目を内容に組み込み指導を行

った。（表２）指導、支援には、２０２４

年改訂の健康日本２１（第三次）２）や、気

分障害などの精神疾患で休職中の方の為の

職業復帰支援における目標チェックリスト

３）などに留意し、先行研究を参考に、座位

時間が及ぼす健康リスク４）５）の話しや、

ウォーキングと疾患の関わり６）、ラジオ

体操の運動効果７）、運動実施による睡眠

の質向上８）９）等、参加者の興味関心が高

い内容を積極的に情報提供し行動変容を

狙った。 
 

写真３ 作業合間のストレッチ  
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写真４ 作業合間のストレッチ 

 

表２ 介入前のアンケート （ｎ＝１６） 

 

 

 

写真５ 作業合間のストレッチ 

 

 

 

 

 

とても
感じる

まあまあ
感じる

あまり
感じない

全く
感じない

点数 4 3 2 1
介入前アンケート
定期的に体を動かしているか 2 2 9 3
運動不足を感じるか 3 10 2 1
事業所で身体を動かすとしたら
どんなことをしたいですか（自由回答）
・細かな作業で、肩がこるのでケアする方法を教えて欲しい。
・座り作業で腰がだるいので、出来たら、腰痛解消を教えて欲しい。
・病院で聞いた、漸進的筋弛緩法？を教えてください。
・みんなで楽しく動けたら嬉しいです。
・楽してウエストが引き締まるのとか教えてください。
・毎日、続けて出来るものありませんか？
・よく寝れるものとかあれば教えて欲しい。
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３．結果 

合計 6 回の健康教室は、平均１４．８
名（職員、相談員含む）参加者があり、都

度好評であった。今回の取り組みにより、

毎日の就労前後にラジオ体操の実施が定

例化、就労中のストレッチ実施など、運動

機会が増加し、介入前後を比較した、「定

期的に体を動かしているか」の問いに対

し、明らかな有意差が見られ（図１）、事

業所全体での生活習慣改善の成果が見ら

れた。最終時の聞き取りでは、楽しみや効

果を自覚する声が聞かれ、担当職員から

は、ラジオ体操が就労のスイッチとなり

丁度良いなど好評であった。（表３） 

ただし、「運動不足を感じるか」の問い

には、もっと体を動かしたいとの気持ち

の表れか、有意差は見られなかった。（図

２） 
 
 

表３ 介入後のアンケート （ｎ＝１６） 

＊＊ｐ<0.05 

図１ 定期的に体を動かしているか 

 

 

 

 

 

 

 

     介入前    介入後 

図２ 運動不足を感じるか 

 

介入前    介入後  

＊＊ 

とても
感じる

まあまあ
感じる

あまり
感じない

全く
感じない

点数 4 3 2 1
介入後アンケート
定期的に体を動かしているか　＊＊ 3 10 2 1
運動不足を感じるか 1 8 5 2
継続に向けた質問
ラジオ体操は気持ち良いか 10 4 0 2
就労中のストレッチは気持ち良いか 7 6 1 2
今後も続けて行いたいか 8 4 2 2
健康教室に参加して如何でしたか？
（自由回答）
・楽しかった。
・しっかり教えてもらえて嬉しかった。
・身も心もスッキリした気がする。
・肩こりが楽になる方法を知れて嬉しかった。
・また来て欲しい。
・就労リズムが整い良かったです。
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４．考察 

 就労継続支援 B 型事業所においても、
健康運動指導士、健康運動実践指導者に

よる運動の提案・指導は、生活習慣の改善

に効果があるといえる。ただし、ご利用者

の健康状態、疾患の理解や、施設運営への

理解、体調や気分に合わせたタイムマネ

ジメントなど、プログラムの提案には、一

般の施設以上に気を配る必要があり、今

研究では、前出の内容を考慮した事前研

修を行い、対象者を良く知る施設職員、相

談員との積極的なチーム体制を得て実施

した。また、継続に対しての質問を得たこ

とにより、今後も継続した介入と、長期間

の比較検討が大切であると考えられる。

なお、今回実施出来なかった体力測定は、

休憩時間に測定スペースを設け自由に測

定する形で希望者に実施したことを追記

しておく。 
 

５．結論 

健康運動指導士や健康運動実践指導者

の関わりは、運動習慣改善の一助になっ

たが、今後も様々な施設で運動指導、教室

開催を行うならば、より一層の障がい者

との関わり方や疾患の理解、施設運営へ

の理解、チーム体制の獲得など、健康運動

指導士、健康運動実践指導者の資質向上

が求められると考えられた。 
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